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インストール前の注意

煙や異常なにおいに気が付いたら、直ちに
ネットワークカメラの電源を切ってください。

不安定な場所にネットワークカメラを置か
ないでください。

ネットワークカメラに針のような物を差し込
まないでください。

使用温度については、ユーザーマニュアルを参
照してください。

雷が鳴っている時は、ネットワークカメラに触れ
ないでください。

ネットワークカメラを落とさないでください。

パッケージ内容の確認1

510000210G

FE8181V 取り付けプレート / ドライバー

アライメントステッカー ネジ/水分吸収材/両面テープ/ゴムシールプ
ラグ/ゴムワッシャー

クイック インストール ガイド ソフトウェアCD

パワー＆I/Oケーブル

固定プレート用 カメラベース用
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各部の説明2

内側ビュー

ピンヘッダー(J7) スプリングワッシャー
(A)

レンズ

赤外線ユニット用端子(B)

ピンヘッダー(J6)

イーサネット10/100RJ45ソケット i 上部カバーを取り付ける時、(B)
を(A)に合わせる

MicroSD/SDHC/SDXCカードスロット

リセットボタン

ステータスLED
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083236

外側ビュー

内蔵マイク

IP66-規格耐衝撃性ドームカバー

重要：

カメラを設置する前にMACアドレスを書き留めて

おいてください。

ハードウェア･インストレーション3

パワー＆IOケーブル用ゴム栓

破壊防止ネジ

RJ45イーサネットケーブル用ゴム
シールプラグ

まず、付属のスクリュードライバーで4本のネジを緩め、カメラベースからドームカバーを取り外します。その後、

以下の手順に従って天井または壁にカメラを取り付けます。

ストッパーを外して、ケーブルを開口部に通します。

パネル下に隠された赤外線ライト
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RJ45ケーブル寸法(単位：mm)

組立て手順

1. ゴムシールプラグ上に穴を開けて、イーサネット
ケーブルを開口部に通します。

2. イーサネットケーブルの被覆の一部を剥きます。

推奨ケーブル径：(0.51cm)

RJ45イーサネットケーブルの接続

ゴム製シールプラグ
1

2

DC電源ケーブルの接続

1. 図示のようにケーブルに付属のゴムワッシャーを取り
付けます。

2. カメラの底部からケーブルを配置し、防水のために、
その接触を緊密にしてください。

1

2

3. イーサネットケーブルにコネクタを取り付け
るにはRJ-45圧着工具が必要となります。
取り付け後、ケーブルをカメラのイーサネット
RJ45ソケットに接続します。o

O
g
B
b
G
br
BR

1
2
3
4
5
6
7
8

3

4 4. カメラ底部の穴からイーサネット・ケーブルを通します。防
水処理のためにゴムシール・プラグを付けます。

o： 白/オレンジストライプ
O：オレンジ単色
g：白/緑ストライプ
B：青単色
b：白/青ストライプ
G：緑単色
br：白/茶ストライプ
BR：茶単色

お使いのスイッチがPoEをサポートしていない場合、付属
の電源＆IOケーブルを接続します。

注意：
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固定プレート不使用の天井/壁面上の設置
(ケーブルをカメラの底部から配置したい場合、この取付タイプを選択してください)

注意：

ピンヘッダー(J7)

ピンヘッダー(J6)

1 2

3

8 9

4
5

6

1. 付属のカメラベース用アライメントステッカーを天井/壁に貼ります。
2. ステッカー上の3つの円形を利用して、天井に3つのパイロット穴を開けます。その後、ハンマーで3つの付属

のプラスチックアンカーを穴に打ち込みます。
3. 天井/壁にケーブルの穴を開け、そしてケーブルを穴に通します。
4. ソケットにイーサネットケーブルを接続します。
5. 2つの白いピンヘッダ・コネクタをJ6とJ7コネクタに接続します。
6. 付属の3つのネジでカメラベースを天井/壁に固定します。
7. ドームカバーにシリカゲルパックがついています。カメラに付いているシリカゲルは、アクセサリパック内のも

のと交換してください。
8. 上部カバーを取り付けます。
9. 付属のスクリュードライバーで4本のネジを固定します。カメラのすべての部分が確実に取り付けられている

ことを確認してください。

上部カバーが取り付けられた場合、ケーブルは邪魔のな
いように配置してください。
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固定プレート使用の天井/壁面上の設置
(ケーブルを側面から配置したい場合、この取付タイプを選択してください)

1
2 3

4

7

9 10

1. 付属の固定プレート用アライメントステッカーを天井/壁に貼ります。

2. ステッカー上の3つの円形を利用して、天井に3つのパイロット穴を開けます。その後、ハンマーで3つの付

属のプラスチックアンカーを穴に打ち込みます。

3. ケーブルを固定プレートの側面を通して配置します。

4. 付属の3つのネジで天井/壁に固定プレートを固定します。

5. ソケットにイーサネットケーブルを接続します。

6. 2つの白いヘッダをJ6とJ7コネクタに接続します。

7. カメラベースを固定プレートに取り付け、以下の図7-1に示すように反時計回りに回します。そして、付

属のネジでカメラベースを固定します。(図7-2)
8. ドームカバーにシリカゲルパックがついています。カメラに付いているシリカゲルは、アクセサリパック内の

ものと交換してください。

9. 上部カバーを取り付けます。

10. 付属のスクリュードライバーで4本のネジを固定します。カメラのすべての部分が確実に取り付けられてい

ることを確認してください。
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1. RJ45イーサネットケーブルをスイッチに接続します。

2. 電源ケーブルを使ってネットワークカメラをコンセントにつなげます。

3. センサ、アラームなど外部装置がある場合、一般 I/Oターミナルブロックをつなげます。

汎用接続 (PoEを持たない)

ネットワーク デベロッパー4

POWER COLLISION
LINK

RECEIVEPARTITION1 2 3 4 5

+3V3

DO

D1

GND

1

2

3

汎用I/Oターミナルブロック

電源コードソケット(黒)

マイク入力(ピンク)

オーディオ出力(緑)

+ 3V3 ：電源、 3.3V DC
DO：デジタル出力
DI： デジタル入力
GND：Ground（グラウンド）

標準的な4インチ接続ボックスにカメラを設置するには、取り付けプレー

ト上にA、BまたはCと表示された、対角状に配置された穴が使用できま

す。

重要：

1. 赤外線ライトが夜間に点灯すると、合計消費電力は 23W です。 
2. DC 電源が好ましい場合、O/P:12VDC、2A min.、IEC 60950-1 基準の L.P.S.  に準拠する必要があります。
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PoEパワーインジェクタ(オプション）を使用して、カメラとPoEに対応しないスイッチを接続してください。

PoEに対応しないスイッチを使用する場合

パワー･オーバー･イーサネット（PoE)

カメラはPoEに適合しているため、電源およびデータ送信を一本のイーサネットケーブルによって行うことができま

す。イーサネットケーブルでカメラをPoE対応スイッチに接続するには、以下の図を参考にしてください。

PoE対応スイッチを使用する場合

POWER COLLISION
LINK

RECEIVEPARTITION1 2 3 4 5

PoEスイッチ

PoEパワーインジェクタ
(オプション)

PoEに対応しない

スイッチ

注意：

1. この設備は、外部機器に接続せず、PoEネットワークのみに接続されます。
2. PoE入力については、UL一覧に載せられているポー出力対応I.T.E.をご使用ください。

重要：

赤外線ライトが夜間に点灯すると、合計消費電力は 23W です。 802.3at PoE PSE（たとえば PoE スイッチ）が必要です。 
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1. ソフトウェア CD の Software Utility ディレクトリから 「Installation Wizard 2」 を実行します。

2. プログラムが、あなたのネットワーク環境の分析を行います。あなたのネットワークが分析された後、

「Next」ボタンをクリックしてプログラムを続行してください。

3. プログラムは同じLAN上で VIVOTEK ビデオレシーバー、ビデオサーバー、またはネットワークカメラを検

索します。

4. 短い検知時間の後、メインインストール画面がポップアップ表示されます。MACアドレスのうち、カメララベ

ルまたはパッケージにあるシリアル番号に印刷されたものをダブルクリックして、ネットワークカメラのブラ

ウザ管理セッションを開きます。

IPアドレスの割り当て5

1. ネットワークカメラのブラウザ管理セッションは下図のように表示されます。

2. カメラよりライブ画面が表示されます。複数のカメラで構成された環境では、ソフトウェアCDから32チャンネ

ル録画ソフトウェアをインストールできます。インストールの詳細は、関連ドキュメントをご参照ください。

使用可能6

設定の詳細は、ソフトウェア CD のユーザーマニュアルを参照してください。

1P

注意：

ライブ表示またはオン・スクリーンのプラグインコントロールに関する問題が生じる場合、コンピュータにインストー
ルされているプラグインをマニュアルで削除してみることができます。以下のフォルダを削除してみてください。
C:\Program Files (x86)\Camera Stream Controller
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